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I.まえかごき

北海道中央部に位置する大雪山系には，毎年多くの越年雪渓がみられる。北海道大学低温科学研

究所の雪渓研究グルーフ。は， 1963年以来「雪壁雪渓」を中心としてこられらの雪渓を雪氷学的・気

候学的立場から調査してきた 1-11)。

1977年も引き続き雪壁雪渓と北鎮岳北斜面および東斜面の雪渓を調査した。雪壁雪渓においては

1972年以来5年ぶりにボーリングを行なったのでその解析結果も報告する。

一方，気候学的な観点から雪渓の消長を考えるとき，長期間にわたる雪渓の規模を記録しておく

ことは重要なことである。雪壁雪渓の越年直前の規模(面積と体積)については 1963年より 1971年

まですでに報告がある 1-5)。今回は 1972年以降 1977年までの分を算出し，併せて報告する。

II.雪渓の測量

1.北鎮岳東斜面の雪渓および北斜面の雪渓

北鎮-ffi東斜面と北斜面の雪渓(以下北鎮東雪渓，北鎮北雪渓と呼ぶ)を， 1977年9月28日に測量

した。北鎮東雪渓・北雪渓はともに標高約 2，100mの所に位置している。

北鎮東雪渓の測量では，雪渓中心部から雪渓の縁までの距離・鉛直角・方位角を放射状に測って
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外形と縁の高度を得た。得られた結果から

2.5X103m2 

となった。なお 1976年 10月2日の測量結

水平投影面積を計算すると，
N

↑

十

|
果11)から計算した面積は， 3.0X103m2で

あった。

測量点の地形の悪北鎮北雪渓の測量は，

条件のため，精度の良い測量結果は得られ(ー.17.6)
R 

しかし雪渓の写真等を参照するなかった。

1976年 10月2日の測量11)に

よる雪渓規模(水平投影面積2.7X 103m2) 

ことにより，
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とほぼ同じであると推定できた。

北鎮東雪渓の平面図を第 1図に示す。

2. 雪壁雪渓

o 

北鎮岳東雪渓の平面図 (1977年 9月 28日)。

( )は基点NO.2を規準にしたときの比較高度

(単位 :m)。
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第 1図

1977年9月29日に測量を行なった。調IJ

¥6 

十

雪壁雪渓平面図 (1977年 9月29日)第2図
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第3図雪壁雪渓縦断面図 (1977年9月29日)

量方法は例年と同じく，雪渓周辺の5つの基点を利用

した。ただいハイマツの中にある No.1に換えて，昨

年設置した No.6を用いた。(第2図)

三脚付ポケットコンパスで雪渓周縁および雪渓上の

測点の方位角と鉛直角を 0.5度の桁まで読み，距離は

50m巻尺を用いて 0.1mまて"読み取った。また 50m

以上はスタジア測量を行なった。このようにして求め

た各測点の位置についての誤差は 0.3m以内である。

第2図と第3図にはそれぞれ雪渓の平面図と. No.6 

を通る縦断面図を示す。

III. ポーリングコアーの解析

1977年9月30日雪壁雪渓上のB点(第2図)で，内

径 80mmのSIPRE型手廻し掘さく器を用いて

ボーリングを行ない，得られたコアーを現場で解析し

た。掘り上げたコアーは 4.7mで，雪渓底面には達し

なかった。

第4図の中央にはコアーから得られた層構造，年層

境界等を模式的に示す。年層境界は図の左側に S1 

-S5で表示した。コアー中の年層境界には土砂が多

く含まれており明確に判別できた。またコアーに含ま

れている多くの氷板は図中に実線で書き入れてあり，

それらの傾斜角(D1 P)を右側の数字で示す。 0-26

度と変動は大きし雪渓の緬養期における積雪の堆積

パターンの複雑なことが推察される。さらに図の右側
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第4図 1977年9月30日にボーリングで

得られたコアー試料の解析結果。

図の中央に層構造を示す。細い実

線は氷板，その右側の数字は氷板

の傾斜角を表わす。全体はぬれぎ

らめ雪と氷板より成っていた。雪

の粒度は国際分類記号a，b， c， 

…・で示した。 a: 0.5mmより

小きい。 b: 0.5-1.0mmo c 

1.0-2.0mm 
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第1表 コアー解析資料

深さ (cm)

0- 8 

- 20 

- 30 

- 60 

- 73 

- 90 

-131 

-150 

-181 

-206 

-234 

-256 

-296 

-332 

-368 

-412 

-466 

0.73 b 

密度(g Icm') I粒度

0.69 

0.74 

0.78 

0.80 

0.78 

0.71 

0.70 

0.74 

0.82 

0.77 

0.80 

0.79 

0.89 

0.88 

0.84 

0.83 

粒度の分類 a : 0.5rnrnより小きい
b : 0.5-1.0rnrn 
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にはぬれ密度の分布を示した。平均ぬれ密度は 0.77g/cm3 

である。これは 1966 年一 1968 年度の若浜ら 3.~)の測定値

と一致する。各深さの宮、度と粒度について第1表にまとめ

た。粒度は国際分類a，b， Cで示したがbとC (0.5-2 

Omm)が大部分であった。深さ 2.6m， 2.8 mと3町8m付

近のコアーにはハイマツの葉と思われるものが含まれてい

た。第4図に黒い点で示した。
。bc
C 

bc 

bc N. 1972年以降の雪壁雪渓の面積，体積の算出
c
k
k
 

d

l

 

1977年の平面図，第2図を例にして算出の方法を述べ

る。雪渓の東西方向の長さを 16等分する線をヲ|く。それら

を用いて雪演の南北方向の長さを 17個求め，それぞれ西か

ら.e0， .e 1，…….e 16とする(.e 0=  .e 16= 0 )。雪渓の形

C 

C 

bc 

C 

が外側にふくらんでいるので，ここではシンプソンの積分

公式を用いて面積を求めると， 2.3X103m2となる。

次に体積は上述の線分のうちん，ん……等の偶数番目のものを用いる。これらの線分を通る縦断

c : 1.0-2.0rnrn 

面をS0， S 2……とする。 S10は第3図に一致する。これらの縦断面を高度差 2mの間隔で水平に切

り，出来た微少部分の台形面積を合計して一つの断面の面積Siを求めた。体積はこれらのSiについ

てシンプソンの公式または台形公式で求める。 1977年についてシンプソンの公式では 9.3X103mヘ

台形公式で、は 9.0X103m3が得られ，二つの方法で得られた値はほぼ一致した。

以上の方法を用いて 1972年より 1977年までの計算結果をまとめて第2表に示す。ここで測量誤

差が面積，体積に及ぼす誤差はそれぞれ::1::1 %， ::1::1.5%の程度である。雪渓の質量は平均密度を O.

7 g /cm3と仮定して算出した。 1973年を除いた他の年度については出版された論文中7-11)の平面図

を用いて行なった。 1973年の値は，井上雅之，滝沢隆俊両氏によって測量された未発表の資料を用

いて佐藤が概算で求めたものである。この年がかなり大きな値を示すのは，観測日が9月15日で例

年より早いこともあるが，詳しい測量データが得られなかったこともその一因と思われる。

第2表雪壁雪渓の規模

年 月 日 面積(x103m2) 体積(x103m3) 質量(x10'ton) 

1972 9.25 1.4 2.4 1.7 

1973 9.15 2.5 13.8 9.7 

1974 10. 1 2.4 12.7叫 8.9 

1975 10. 6 2.2 8.6 6.0 

1976 10. 3 2.6 12.6 8.8 

1977 9.29 2.3 9.3 6.5 

*)は発表済10)0 1973年は詳しい測量ができなかったので，他より誤差は
大きい。
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第5図 表面がチリでおおわれている雪壁雪渓 (1977年

9月29日)

V.おわりに

本年は観測の数週間前8月7日に，有珠山の噴火があり，多量の火山灰が降った。我々の調査し

た雪壁雪渓はその火山灰と思われる多くのチリでおおわれていた。(第5図)。今後，このチリが雪

渓の年層境界として良い目印となるであろう。

観測にあたって，本研究所雪渓研究グループの山田知充氏，成瀬廉二氏に終始協力をいただいた。

ここに厚く感謝致します。

この雪渓調査は，文部省科学研究費総合研究A(日本における山岳積雪の変動とその地域的特性

に関する研究・研究代表者樋口敬ニ)の一環として行なった。
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